
 

 

2021年 3月 8日 

 

ポーラ・オルビスホールディングス TCFDに賛同 

地球温暖化や生物多様性に影響する気候変動への対応 
 

株式会社ポーラ・オルビスホールディングス（本社：東京都中央区、社長：鈴木郷史）は、気候関連財務情報開

示タスクフォース（以下、TCFD：TaskForce on Climate-related FinancialDisclosures）に賛同するとともに、賛同企

業などが気候変動の情報を議論するTCFDコンソーシアムに参画します。当社グループでは、財務に影響のある

気候関連情報の開示を求めるTCFDの提言に基づき、気候変動が事業に与えるリスク・機会についての分析を実

施し、積極的な情報開示を進めていきます。 

 

 

 目的・背景  

ポーラ・オルビスグループは2021年～2023年の中期経営計画策定にあわせて、SDGsを念頭に置いたサステナ

ビリティプランを刷新しました。当社グループが重要視するサステナビリティ領域は5領域に定めており、「環境」を1

つの軸としています。中でも、地球温暖化の大きな要因とされる気候変動は、自然災害を多く発生させ、水資源や

食料の不足、生物における多様性への影響などを引き起こす可能性があり、これらは事業活動にとって極めて大

きなリスクです。その一方で、気候変動に関するイノベーションの創出機会や、低炭素社会の実現に向けて積極

的に貢献する事も期待されています。2021年から始まった中期経営計画では、CO2排出量削減を会社目標に組

み入れました。また、役員の中長期インセンティブ報酬と連動する事で、気候変動課題解決に向けた実効性を高

めていきます。 

 

 2029年 ポーラ・オルビスグループ環境目標  

・CO2排出量削減（Scope1,2）  

42%削減（排出量、基準年 2019年） 

・水使用量削減 

26%削減（売上原単位、基準年 2019年） 

・廃棄物量削減 

26%削減（売上原単位、基準年 2015年） 

 

・今後の主な取組み 

エネルギー使用量の削減と共にグリーン電力への切り替えを行い CO2排出量削減していきます。 

当社グループ製品の生産を担うポーラ化成工業株式会社 袋井工場では、2021年 4月に 100%再生可能エネ

ルギーに由来する CO2 フリー電力※へ切替える予定です。これによりグループ全体の CO2削減量の約 30%相

当の削減が見込まれます。（Scope1,2、2019年比） 

※再生可能エネルギーに由来する環境価値を活用することで、実質的に再生可能エネルギー100％とした電気 

 

当社グループの環境方針はこちら https://www.po-holdings.co.jp/csr/environmental/environment/index.html 
 

 

当社グループでは、TCFDを活用した気候変動対策を通して地球環境の保護に努めるとともに、持続可能な事

業活動を実現する事でステークホルダーの皆様との信頼関係を強化し企業価値の向上につなげて参ります。

【報道関係者の皆さまからのお問い合わせ先】 (株) ポーラ･オルビスホールディングス  コーポレートコミュニケーション室 

広報担当 Tel 03-3563-5540／Mail webmaster@po-holdings.co.jp 

※在宅勤務を推奨しておりますので、お電話がつながらない場合はメールにてお問い合わせください。 

 

https://www.po-holdings.co.jp/csr/environmental/environment/index.html


 

 

【補足資料 1】気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）について 

 

TCFDとは、Task Force on Climate-related Financial Disclosuresの略で、主要国・市域の中央銀行、金融 

監督当局、財務省などが参加する金融安定理事会によって、金融市場の安定化を目的として気候関連の 

情報開示および金融機関の対応を検討するために2015年12月に設立された作業部会です。2021年2月 

末時点で、政府や金融機関、企業など世界で1,785の組織がTCFDの提言に賛同しています。 

 

 

TCFDホームページ（英語） https://www.fsb-tcfd.org/tcfd-supporters/ 

 

 

【補足資料2】 ポーラ・オルビスグループサステナビリティステートメントについて   

  

ポーラ・オルビスグループでは、2017年にグループ理念を策定すると同時に、ポーラ・オルビスグループ行

動綱領の改定、理念実現のためのサステナビリティステートメントを策定しました。「先端技術・サービスによる

QOLの向上」「地域活性」「文化・芸術・デザイン」の3つの軸に加え、企業の基盤となる「人材活躍」と社会的 

責任である「環境対応」を土台とした5つの領域で、非財務目標を設定しています。 

 

【ポーラ・オルビスグループ サステナビリティステートメント】 

わたしたちポーラ・オルビスグループは 

世界中の人々に彩りのある人生を 

豊かな感受性と個性が織り成すしなやかな心で提案します。 

そのために全てのステークホルダーや 

地球・社会環境と誠実に向き合い 

持続可能な社会を創る企業として成長し続けることを宣言します。 

 

当社グループのサステナビリティプランはこちら  https://www.po-holdings.co.jp/csr/data/pdf/sutainability2021.pdf 

 

https://www.fsb-tcfd.org/tcfd-supporters/
https://www.po-holdings.co.jp/csr/data/pdf/sutainability2021.pdf

